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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成22年10月7日(2010.10.7)

【公開番号】特開2008-310144(P2008-310144A)
【公開日】平成20年12月25日(2008.12.25)
【年通号数】公開・登録公報2008-051
【出願番号】特願2007-158919(P2007-158919)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/16     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/02     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  21/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ  15/00    ３０３　
   Ｇ０３Ｇ  15/16    　　　　
   Ｇ０３Ｇ  15/02    １０２　
   Ｇ０３Ｇ  21/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年8月19日(2010.8.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　相互に一列に配置される複数の像保持体と、
　該各像保持体毎に配設され、各像保持体表面を帯電させて静電潜像を形成する潜像形成
手段と、
　前記各像保持体上に形成された前記静電潜像を可視剤によって可視像化する現像手段と
、
　前記像保持体上に残留する可視剤を除去するクリーニング手段と、
　前記像保持体の少なくとも一つについて前記可視剤のかぶり量が他の像保持体に比して
増加するように制御するかぶり量制御手段と、
　を備えることを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記かぶり量制御手段で前記可視剤のかぶり量が制御される前記像保持体は、相互に一
列に配置された複数の像保持体の内、最上流に位置するイエロー（Ｙ）の可視剤に対応す
る像保持体であることを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記かぶり量制御手段は、前記静電潜像を形成する潜像形成手段における放電電流量を
制御することを特徴とする請求項１または請求項２の何れかに記載の画像形成装置。
【請求項４】
　無端移動する中間転写体上に前記像保持体上に形成される前記可視剤による各可視像を
各色ごとに順次一次転写する一次転写手段と、
　前記中間転写体上に一次転写された可視像を転写材上に二次転写する二次転写手段と、
　をさらに備えることを特徴とする請求項１から請求項３の何れかに記載の画像形成装置
。
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【請求項５】
　前記潜像形成手段は、
　前記像保持体上の帯電処理を行う接触帯電手段と、
　該接触帯電手段にバイアスを印加する電源供給手段と、
　前記接触帯電手段に印加されるバイアスとして所定の交流電界に所定の直流電界を重畳
させる重畳手段と、
　を備え、
　前記かぶり量制御手段は、
　前記所定の交流電界を形成するための交流電流値を変化させた場合に、前記像保持体の
表面に設けられる感光体の帯電電位が飽和する交流電流値に対して予め定めた所定の比率
を乗じた交流電流値で印加され、且つ、
　前記一次転写の順位が最も上流の可視像に対応する静電潜像を形成する潜像形成手段に
おいて印加される前記交流電流値に乗じる比率が、他の潜像形成手段において印加される
交流電流値に乗じる比率に比べて低くなるように制御する、
　ことを特徴とする請求項１から請求項４の何れかに記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記一次転写の順位が最も上流の可視像に対応する静電潜像を形成する潜像形成手段に
おいて印加される交流電流値に乗じる比率は、前記他の潜像形成手段において印加される
交流電流値に乗じる比率より３～６％低く設定されることを特徴とする請求項５に記載の
画像形成装置。
【請求項７】
　少なくとも、前記一次転写の順位が最も早い可視像に対応する前記像保持体について、
該像保持体上の画像形成領域以外に前記クリーニング手段との摩擦低減用のトナーバンド
を帯状に形成するトナーバンド形成手段が設けられることを特徴とする請求項４から請求
項６の何れかに記載の画像形成装置。
【請求項８】
　前記像保持体は、表面に印加された電荷を輸送する電荷輸送層の上に保護層を備え、
　当該保護層は、少なくとも架橋樹脂で構成される層を有することを特徴とする請求項１
から請求項７の何れかに記載の画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　請求項２の発明に係る画像形成装置は、請求項１に記載の発明について、前記かぶり量
制御手段で前記可視剤のかぶり量が制御される前記像保持体は、相互に一列に配置された
複数の像保持体の内、最上流に位置するイエロー（Ｙ）の可視剤に対応する像保持体であ
ることを特徴とする。
　請求項３の発明に係る画像形成装置は、請求項１または請求項２の何れかに記載の発明
について、前記かぶり量制御手段は、前記静電潜像を形成する潜像形成手段における放電
電流量を制御することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　請求項４の発明に係る画像形成装置は、請求項１から請求項３の何れかに記載の発明に
ついて、無端移動する中間転写体上に前記像保持体上に形成される前記可視剤による各可
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視像を各色ごとに順次一次転写する一次転写手段と、前記中間転写体上に一次転写された
可視像を転写材上に二次転写する二次転写手段と、をさらに備えることを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３１】
　請求項５の発明に係る画像形成装置は、請求項１から請求項４の何れかに記載の発明に
ついて、前記潜像形成手段は、前記像保持体上の帯電処理を行う接触帯電手段と、該接触
帯電手段にバイアスを印加する電源供給手段と、前記接触帯電手段に印加されるバイアス
として所定の交流電界に所定の直流電界を重畳させる重畳手段とを備え、前記かぶり量制
御手段は、前記所定の交流電界を形成するための交流電流値を変化させた場合に、前記像
保持体の表面に設けられる感光体の帯電電位が飽和する交流電流値に対して予め定めた所
定の比率を乗じた交流電流値で印加され、且つ、前記一次転写の順位が最も上流の可視像
に対応する静電潜像を形成する潜像形成手段において印加される前記交流電流値に乗じる
比率が、他の潜像形成手段において印加される交流電流値に乗じる比率に比べて低くなる
ように制御することを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　請求項６の発明に係る画像形成装置は、請求項５に記載の発明について、前記一次転写
の順位が最も上流の可視像に対応する静電潜像を形成する潜像形成手段において印加され
る交流電流値に乗じる比率は、前記他の潜像形成手段において印加される交流電流値に乗
じる比率より３～６％低く設定されることを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　請求項７の発明に係る画像形成装置は、請求項４から請求項６の何れかに記載の発明に
ついて、少なくとも、前記一次転写の順位が最も早い可視像に対応する前記像保持体につ
いて、該像保持体上の画像形成領域以外に前記クリーニング手段との摩擦低減用のトナー
バンドを帯状に形成するトナーバンド形成手段が設けられることを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　請求項８の発明に係る画像形成装置は、請求項１から請求項７の何れかに記載の発明に
ついて、前記像保持体は、表面に印加された電荷を輸送する電荷輸送層の上に保護層を備
え、当該保護層は、少なくとも架橋樹脂で構成される層を有することを特徴とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　すなわち、請求項１および請求項２に記載の発明によれば、本構成を有していない場合
に比較して、可視剤のかぶり量を増やすことにより、かぶり可視剤がリトランスファート
ナーと同様に像保持体とクリーニング手段との摩擦を低減させる働きをし、その摩擦係数
の低減により磨耗レートを低減させて像保持体の寿命を向上させることができるという優
れた効果がある。しかも、部品点数を増加させることがないので装置の大型化やコストア
ップを招くことなく効果を得ることができる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　請求項３に記載の発明によれば、本構成を有していない場合に比較して、潜像形成手段
における放電電流量を制御しているので、装置の大型化やコストアップを招くことなく像
保持体の磨耗差を低減して寿命を向上させることができる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　請求項４に記載の発明によれば、本構成を有していない場合に比較して、装置の大型化
やコストアップを招くことなく像保持体の磨耗差を低減して寿命を向上させることができ
る。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　請求項５に記載の発明によれば、本構成を有していない場合に比較して、潜像形成手段
において印加される交流電流値に乗じる第１の比率が、他の潜像形成手段において印加さ
れる交流電流値に乗じる第２の比率に比べて低くなるように制御しているので、効果的に
可視剤のかぶり量を制御することができ、像保持体の磨耗差を低減して寿命を向上させる
ことができる。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　請求項６に記載の発明によれば、本構成を有していない場合に比較して、一次転写の順
位が最も上流の可視像に対応する静電潜像を形成する潜像形成手段において印加される交
流電流値に乗じる比率は、他の潜像形成手段において印加される交流電流値に乗じる比率
より３～６％低く設定されているので、より効果的に可視剤のかぶり量を制御することが
でき、像保持体の磨耗差を低減して寿命を向上させることができる。
【手続補正１３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　請求項７に記載の発明によれば、本構成を有していない場合に比較して、トナーバンド
形成手段が設けられているので、像保持体の磨耗差をより低減して寿命を向上させること
ができる。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　請求項８に記載の発明によれば、本構成を有していない場合に比較して、像保持体の保
護層は少なくとも架橋樹脂で構成される層を有しているので、像保持体の磨耗差をより低
減して寿命を向上させることができる。
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